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はじめに

現在，一般に日本国内には２科６種（イ

シガメ科５種とスッポン科のニホンスッポ

ン）の淡水生ないし半淡水生（以下，淡水

生）カメ類が分布するとされている（疋田，

2002）．これらのうち，クサガメ（本州・四

国・九州，中琉球，台湾，大陸中国，朝鮮半

島に分布）の国内の個体群は，最近の DNA

データにもとづく系統解析の結果，大陸のも

のと遺伝的変異がほとんどなく，さらに古文

書にも18世紀末より古い記録が全くないこと

から，近世のおわり（江戸時代後期）の人為

移入に由来する外来種であることが強く示

唆されている（疋田・鈴木，2010；Suzuki et 

al., 2011；Lovich et al., 2011）．

このような背景のもと，最近しばしば発見

されるクサガメとニホンイシガメとの種間雑

種が，少なくとも一部の個体は確実に捻性を

持ち，さらに雑種第２世代以降の個体の存在

が明らかとなったことから，遺伝浸透による

ニホンイシガメの種としての独自性の喪失が

強く懸念されるようになってきた（Kato et 

al., 2010；Suzuki et al., 2014；太田，2015）．

こうした遺伝的独自性の喪失に関する懸念

は，ニホンイシガメだけでなくほかの淡水生

カメ類にも生じている．たとえば，つい最近

まで単一の種としてしか認識されていなかっ

た“ニホンスッポン”（Pelodiscus sinensis；

しばしば“チュウゴクスッポン”とも称され

る）が実際には少なくとも３種から構成さ

れ，さらに国内には日本に多様化の中心のあ

る在来の系統と，大陸に多様化の中心があり

国内のものの多くが人為的移入に由来する

と考えられる系統がほぼ同所的にいる場所

があること，少なくともその一部で両系統

間の雑種個体が見られることが，最近の研

究から示されている（太田他，2013；Suzuki 

and Hikida, 2014；太田，私信）．また，沖縄

諸島や関西地方のミナミイシガメ個体群の

ような，いわゆる国内外来種とされるもの
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（Yasukawa et al., 1996）が在来カメ類に与え

る影響についても，実際に種間雑種が確認さ

れていることから，早急な現状把握と対策が

強く望まれている（太田，2015）．

その一方で，上述のような分子系統学的な

いし形態学的アプローチにもとづく解析の結

果や古文書等の情報が強く示唆する国内の一

部の淡水生カメ類の外来起源説は，解析に用

いた国外のサンプル数が少ないことによって

想定される若干のバイアスと，たまたま文献

に記録されなかったという偶然性の影響を完

全には排除できない．このため，ニホンイシ

ガメなどの在来種の保全と外来種の管理に向

けた啓発の推進および，確度の高い関連情報

の普及のためには，これまでとは異なる科学

的アプローチからの根拠の提示も望まれる．

幸運なことに，日本では更新世末期～完新

世の堆積物中におびただしい数の遺跡が確認

されており，そこからは過去の人類の文化や

生活を示す資料とともに，しばしばカメ類を

含む動物の骨格残骸が発見・報告されてい

る．こうした動物の骨格残骸は，ヒトによっ

て移入された動物に由来するものも少なから

ず含まれているとはいえ，当時の動物相を推

定する上で重要な情報も提供してくれる（太

田，2002）．しかしながら，こうしたカメ類

を含む骨格残骸の出土記録について，包括的

な把握を試みた例は残念ながら非常に少ない．

このほか，国内に分布する白亜紀～更新世

の堆積物からは，カメ類の化石が多く発見さ

れており，これらの分類学的位置づけについ

て精度の高い研究が進められている（たとえ

ば，平山，2006；Takahashi et al., 2008）．こ

うした化石記録は，遺跡産のものと比較すれ

ば少ないが，先史時代以前の国内におけるカ

メ相についての知見をもたらす重要な情報源

となる．

そこで本稿では，国内に分布する淡水生

カメ類に関する遺跡産の骨格残骸と化石の

記録を整理し，これをもとに過去の分布と

起源について簡単な考察を試みる．なお，国

内からは多くの絶滅系統（たとえばタネガシ

マハナガメなど；Takahashi et al., 2013）も報

告されているが，本特集のテーマから逸脱す

るため，本稿では国内の現生種に強く関係す

る絶滅種のみ取り上げる．こうした絶滅系統

に興味のある方は，平山（2006）によるレ

ビューのほか，最近出版された Hirayama et 

al.（2013），Takahashi et al.（2013），Sonoda  

et al.（2015），および Takahashi et al.（2015） 

を参照していただきたい．

方　法

本稿で用いた遺跡産の淡水生カメ類の出

土記録は主に山崎（1998），樋泉（2002，

2011）および鶴岡（2003）にもとづく．国

内淡水生カメ類のうち，こうした情報がほ

とんど把握されていないニホンイシガメと

クサガメについては貝塚データベース（ACI 

Sokendai，http://aci.soken.ac.jp/termsofuse/

index.html）および全国遺跡報告総覧（奈良

文化財研究所）などのインターネット上の

データベースを用い「イシガメ」および「ク

サガメ」を検索語として情報抽出を行い，一

覧表を作成した（表１）．なお情報の抽出に

あたっては，分類学的位置づけが不明瞭な記

録（たとえば，カメ，陸ガメ，リクガメ科，

リクガメ類など）は一部を除き検索および検

討の対象から除いた（動物考古学の分野では

海生のウミガメ類に対し陸生および淡水生の

カメを“リクガメ”とする例が多く見受けら

れるが，データとしてきわめてあいまいであ

るため：山崎，1998；樋泉，2002を参照）．

抽出されたデータをもとに，できる限りデー

タソースと思われる一次資料（文献）の収集

につとめ，標本に関する形態形質が確認でき

る写真等が掲載されているものについては同

定結果の検証を行い，所見が得られた場合は

コメントを付した．なお，遺跡の時代につい

ては，地域や研究者，および研究の進展に応
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じて区分が異なる場合があることから，基本

的に山崎（1998）およびウェブデータベース

に従ったが，表面採集によるなど骨格残骸に

関する情報が文献に示されていた場合は，そ

の情報を取りいれた．

今回は各遺跡の詳細な年代について精査で

きていないため，時代区分についてはおおま

かに示してあり，最新の研究成果が反映され

ていないことも考えられる．残念ながら，現

在までに発行されている国内の遺跡に関する

調査発掘報告書は，あまりにも膨大な数（毎

年数千冊；徳澤，私信）であり，また同一の

遺跡についても数回にわたる調査報告（概

報，一次調査報告，二次調査報告，など）が

出版されることも少なくないことから，すべ

てのデータが網羅できているわけではないこ

とをことわっておきたい．ニホンイシガメと

ニホンスッポンの骨格残骸や化石の記録は多

くの場合，おそらくはそれぞれがまとめられ

た時期に流通していた図鑑（たとえば，中

村・上野，1963）などに従った結果，単にイ

シガメ，スッポンと称されているが，本稿で

はこれらに対し，現時点での日本爬虫両棲類

学会の標準和名を適用した．

カメの分類は，一般に骨形質で亜種レベル

の同定は難しいため，種レベルで示すにとど

めた．カメの骨要素の名称は平山（2007）に

従った．なお，本稿では，遺跡発掘調査で出

土したものを骨格残骸とし，より古く人類が

関係しない地層から発見されたものを化石と

して区別した．

各種についての化石および骨格残骸の 

記録と考察

イシガメ科 Geoemydidae

１．ニホンイシガメ Mauremys japonica（表１）

遺跡からの本種の記録は本州と九州から知

られている．このうち山形県の吹浦遺跡から

の記録（直良，1955）は，本種の現在の分布

範囲（Yasukawa et al., 2008）から大きく北へ

離れている．このことから，本種はすくなく

とも縄文時代には分布域を北へ拡げていた

が，その後東北地方の個体群が消滅したこと

が示唆される．しかしながら，残念なことに

直良（1955）には同定に用いた分類形質だけ

でなく，図などを含め標本の詳細が全く示さ

れていないため，実物標本にもとづく同定結

果の検証が望まれる．

本種はこのほか関東以西の本州から比較的

豊富に出土しているが，九州の遺跡からの記

録は少なく，確実なものとしては福岡の新延

貝塚からしか確認できない．記録としては，

鹿児島県の麦之浦貝塚からもニホンイシガメ

として報告された骨格残骸が知られている

（西中川・臂，1987）が，少なくとも図示さ

れた標本（右大腿骨，左肩甲骨，および右下

腹甲骨）には国内の淡水生カメ類の中ではニ

ホンスッポンだけに見られる形質（大腿骨の

大転子が発達する，肩甲骨の腹側と背側の突

起のなす角度が狭い，腹甲に表面彫刻が発達

する）が確認できる．このため，麦之浦貝塚

の記録をニホンイシガメとして扱うことはで

きない．縄文時代のものも含め九州の遺跡か

らの本種の出土例がきわめて少ないことは，

分子系統学的解析の結果にもとづくこの地域

が最終氷期における本種の退避地（レフュジ

ア）のひとつであったとする説（Suzuki and 

Hikida, 2011）と非調和的であり，興味深い．

本州と九州のほか，沖縄島南部の港川遺跡

から確認された動物遺骸のリスト（高井・長

谷川，1971）にニホンイシガメとされたもの

（Clemmys [=Mauremys] japonica?）が含まれ

ているが，鑑別形質や計測値等だけでなく写

真や標本番号および保存先に関する情報も示

されていないため，文献情報で検証すること

はできない．このリストの改訂版と考えられ

るものが長谷川（1980）に示されているが，

そこにはニホンイシガメの名はなく，代わり

にイシガメ属の一種（Clemmys [=Mauremys] 

sp.）とされた情報が含まれている．このこ
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とから，高井・長谷川（1971）による沖縄島

のニホンイシガメの記録は誤同定によるもの

であり，その後修正が加えられた可能性がき

わめて高い．

一方，本種に関する更新世以前の化石記録

は，残念ながら現在まで全く知られていない

（平山，2006）．最近，秋田県の下部中新統よ

りニホンイシガメによく似た化石が報告され

たが，本種とは異なる形質が確認されたこと

から，イシガメ属のなかでもニホンイシガメ

に比較的近縁な絶滅系統と考えられている

（平山他，2015）．

ニホンイシガメは現生種中，最も本種に近

縁とされるハナガメ（Mauremys sinensis）と

の間で分子時計によって推定される分岐年代

（Barth et al., 2004），そしてハナガメにきわ

めて近縁とされる化石種の産出場所・産出層

序（本州の前期中新世末期の堆積物，および 

表１．国内におけるニホンイシガメおよびクサガメの出土状況．データは以下の文献による：1）山崎，
1998；2）貝塚データベース；3）全国遺跡報告総覧；4）矢部，2003；5）酒詰，1942；6）久保，1999；7）
後藤，2013．熊子第２号遺跡のものを除くすべての記録について一次文献を参照し，必要に応じて同定結果
についての所見を付した．

遺跡名 所在地 時代 文献中の記録 写真 所見

吹浦遺跡1 山形県飽海郡遊佐町 縄文草創期；縄文後期 イシガメ 無
自證院遺跡2 東京都新宿区 近世 イシガメ？ 無
南山伏町遺跡2 東京都新宿区 近世 イシガメ 有
動坂遺跡2 東京都文京区 近世 イシガメ 有
汐留遺跡2 東京都港区 近世～近代 イシガメ，クサガメ 有 図はニホンイシガメ
夏島貝塚1 神奈川県横須賀市 縄文時代草創期～早期 イシガメ 無
元島遺跡3 静岡県磐田郡 中世 イシガメ 無
神明原・元宮川遺跡3 静岡県静岡市 古代 イシガメ 有
御殿川流域遺跡群3 静岡県清水市 弥生時代から近世 イシガメ 有
森元遺跡2 静岡県浜名郡 弥生時代～近世 イシガメ 無
伊川津遺跡1,4 愛知県渥美町 縄文時代より後世 クサガメ 無 撹乱層より出土
伊川津貝塚1 愛知県渥美町 縄文時代後期～晩期 イシガメ 無
一色青海遺跡3 愛知県稲沢市 弥生時代 イシガメあるいはクサガメ 有 写真不鮮明
中条貝塚2,4 愛知県刈谷市 縄文時代中期～後期 イシガメ 無
本刈谷貝塚2,4 愛知県刈谷市 縄文時代後期 イシガメ 無
朝日遺跡3 愛知県清洲市～名古屋市 弥生時代 イシガメあるいはクサガメ 無
松崎遺跡・上浜田遺跡3 愛知県東海市 古代 イシガメ科 無
雷貝塚2 愛知県名古屋市 縄文時代晩期～中世 クサガメ？ 無 表面採集
志賀公園遺跡4 愛知県名古屋市 中世 ニホンイシガメ 有
枯木宮貝塚1,4 愛知県西尾市 縄文時代晩期 イシガメ 無
熊子第2号遺跡2,4 愛知県西尾市 中世～近世 ニホンイシガメ
清水遺跡4 愛知県西尾市 中世 ニホンイシガメ 有
清洲城4 愛知県西春日井郡 中世 イシガメ 有
西の宮貝塚2 愛知県半田市 縄文時代前期 イシガメ 有 写真不鮮明
粟津湖底遺跡第3貝塚1 滋賀県大津市 縄文時代中期 イシガメなど 無
橿原遺跡1 奈良県橿原市 縄文時代晩期 イシガメ 有 ニホンスッポン
唐古・鍵遺跡3 奈良県田原本町 近世 イシガメ 有
住友銅吹所跡6 大阪府大阪市 近世 イシガメあるいはクサガメ 無
森の宮遺跡1,6 大阪府大阪市 古代～中世 イシガメあるいはクサガメ 有 ニホンイシガメ
兵庫津遺跡3 兵庫県神戸市 近世～近代 イシガメ科 有 ニホンイシガメ
御蔵遺跡3 兵庫県神戸市 古代～中世 イシガメ 有
権現谷岩陰遺跡1 岡山県高梁市 近代 イシガメ亜科 無
菱根遺跡2 島根県簸川郡大社町 縄文前期～中期 イシカメ 線画 不明瞭
観音堂洞窟遺跡1 広島県神石郡神石高原町 縄文時代早期～晩期 イシガメ 無
広島城跡太田川河川事務所2 広島県広島市 近世 イシガメ 有 ニホンイシガメ
草戸千軒町遺跡2,7 広島県福山市 中世 クサガメ 無
新延貝塚1 福岡県鞍手郡鞍手町 縄文時代前期～後期 イシガメ 有 図はニホンイシガメ
麦之浦貝塚1 鹿児島川内市 縄文時代後期 イシガメ 有 図版はニホンスッポン
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種子島の中期中新世初頭の堆積物［長谷川他， 

2002；Takahashi et al., 2013］：ただしハナガ

メ属［Ocadia］をイシガメ属［Mauremys］

の同物異名として定義するための形態形質の

欠如から，両研究ではハナガメ属を有効な名

称として使用：この仲間の属分類の難点につ

いては太田・高橋［2006］参照）から，前期

中新世には本州，四国，および九州に相当

する地域に分布していたと考えられている

（Suzuki and Hikida, 2011）．今後，この仮説

を検証しうる下部中新統からの本種の化石の

発見が強く望まれる．

２．クサガメ Mauremys reevesii（表１）

本種の化石は国外の中新統～完新統にか

けて多く報告されているが（Tao, 1985；

Ye, 1994；Turtle Extinctions Working Group, 

2015），国内からは現在まで全く知られてい

ない（平山，2006）．一方，遺跡からの報告

としては，静岡県の伊川津遺跡の縄文時代よ

り新しい擾乱層からの記録のほか（伊川津遺

跡発掘調査団，1988），東京都の汐留遺跡（近

世～近代）からの記録（西本他，2006）があ

る．さらに，クサガメの出土を示唆する記録

は愛知県の雷貝塚（縄文時代前期；酒詰，

1942），一色青海遺跡（弥生時代中期；久保，

1998），朝日遺跡（弥生時代；新見，2000）

および大阪府の森の宮遺跡（古代～中世；久

保，1999）と住友銅吹所跡（近世；久保，

1999）から知られている．これらのうち，伊

川津遺跡の記録は同定に用いた具体的な形質

が示されておらず写真等も伴っていないた

め，当該標本を観察しない限り検証は難し

い．またクサガメであったとしても，当該標

本が近現代の骨格残骸に由来する可能性が高

い．汐留遺跡の記録は，クサガメとされた図

版にある右下腹甲骨の写真を見る限り，腹甲

側方のブリッジに相当する部分が発達してお

らず，また下腹甲と後腹甲の間の縫合線の長

さが上腹甲と下腹甲の間のそれよりやや短い

という特徴が認められることから，ニホンイ

シガメを誤ってクサガメと同定したものと考

えられる．雷貝塚の標本は，「おそらくクサ

ガメであろう」（酒詰，1942）とされたもの

で，写真等は示されていないため，その分類

学的位置づけははっきりしないが，当該標本

は表面採集されたものとの記述がみられるこ

とから，伊川津遺跡の記録と同様，本標本が

クサガメであったとしても，近世より古いも

のとみなすことはできない．一色青海遺跡，

朝日遺跡，森の宮遺跡，および住友銅吹所跡

からの記録は「ニホンイシガメまたはクサガ

メ」とされたもので，クサガメの出土を示す

ものではなく，イシガメ科のものでスッポン

とは異なるということを示唆したと考えられ

る．これらのうち，森の宮遺跡からは，19点

の「ニホンイシガメあるいはクサガメ」とさ

れたイシガメ科の骨格残骸が記録されている

が，写真で示された右下腹甲骨には汐留遺跡

の標本と同様の特徴が確認できることから，

ニホンイシガメのものと考えられる．このほ

かの遺跡からの記録については今後，出土標

本にもとづく分類学的位置づけについての検

証が強く望まれる．これらのほか，草戸千軒

遺跡からもクサガメとされる骨格残骸が報告

されていたが，最近，後藤（2013）によりそ

れらはニホンイシガメであることが明らかに

されている．

今回，これまでに知られていた伊川津遺跡

の擾乱層からの記録に加えて，クサガメとさ

れたもの，またはクサガメであることが示唆

されたもの６点の出土報告が新たに確認され

た．しかしながら，検証の結果，すくなくと

も２か所の出土記録はニホンイシガメを誤同

定したものであり，残りについては同定結果

を検証することができないものであった．こ

の結果は，大陸や台湾における豊富な化石お

よび骨格残骸の出土記録とあわせると国内の

クサガメ個体群の在来性を支持せず，むしろ

これらが比較的最近，大陸から移入された

とする説（疋田・鈴木，2010；Suzuki et al., 
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2011；Lovich, 2011）と調和的である．

３．リュウキュウヤマガメ Geoemyda japonica

遺跡からのリュウキュウヤマガメ（沖縄

島北部，渡嘉敷島，および久米島に分布）

の骨格残骸は，沖縄島の北部だけでなく，

現在では本種が分布しない同島の中・南部に

位置する貝塚時代早期～近世の遺跡と（樋

泉，2002，2011；Takahashi and Ota, 2014），

伊江島の貝塚時代後期の遺跡からも出土記録

がある（長谷川・小野，1979；当山，1997；

当山・平山，2001；樋泉，2013）．さらに本

種の分布が確認されていない古宇利島（前之

園・戸田，2007）の貝塚時代中期の遺跡（古

宇利原遺跡）から“カメ”として報告された

骨格残骸のなかに，本種の形態的特徴の一つ

である著しい鋸歯を備えた縁板骨が含まれて

いる（沖縄県今帰仁村教育委員会［1983］；

樋泉［2002］では「リュウキュウヤマガメと

考えられる“リクガメ類”」としてこの遺跡

からの出土記録が示されているが，どの標

本を参照したのかは不明）．これらのことか

ら，リュウキュウヤマガメは後期完新世には

沖縄島に広く分布していたほか，伊江島と古

宇利島にも分布していたが，比較的最近に現

在の分布域を除く広い地域で個体群が消滅し

たと考えられる．

このほか，久米島の上部更新統と沖縄島

北部の下部更新統から本種の化石が報告さ

れているが，これらの標本に関する詳細は

未だ明らかになっていない（Takahashi et al., 

2003）．これらのうち，久米島の標本は本種

より大型で，ハコガメ属の未記載種である可

能性も考えられるため，今後の慎重な比較・

検討が望まれる（髙橋，未公表データ）．一

方，沖縄島の前期更新世（およそ150万年前）

の化石はリュウキュウヤマガメと区別できな

いため，本種の最古の記録としてさしつかえ

ない（髙橋，未公表データ）．このことは，

リュウキュウヤマガメが遺存固有の状態にあ

り，前期更新世にはすでにその分布域を含む

中琉球が周辺地域から地理的に分断される

ことにより種分化を遂げていたとする仮説

（Hikida and Ota, 1997；Ota, 1998）と調和的

である．

４．セマルハコガメ Cuora flavomarginata

遺跡からの本種の骨格残骸の出土記録は，

西表島の慶来慶田城遺跡（近世）の記録が

知られるのみである（沖縄県教育委員会，

1997）．しかしながら，最近，石垣島の白保

竿根田原洞窟よりイシガメ類として報告され

た骨格残骸（波木，2013）の中にも，明らか

に本種と思われる標本が含まれている．この

遺跡からは76点のイシガメ科とされた骨片が

出土しているが，これらのうち図版に示され

た完新世初頭～古代にかけての層準より出土

した右腸骨，縁板骨および上腹甲骨には，石

垣島に分布するイシガメ科２種のうちミナミ

イシガメには見られない一方，セマルハコガ

メに認められる形質状態（腸骨のブレードが

ナタ状を呈す，縁板腹面を覆う縁鱗が短い，

腹甲柱は突起状を呈す，上腹甲骨は後側方で

広がらず，また背甲との靭帯性接続のための

粗面を持つ）が確認できる．

このほか石垣島と与那国島の後期更新世の

フィッシャー充填堆積物からは，本種の化石

が発見されている（Takahashi et al., 2008）．

化石を含む堆積物の年代は，石垣島と与那国

島の各サイトでそれぞれ最も古い年代とし

て14,200 ± 150 cal BP，12,830 ± 40 cal BP の

較正年代が得られており，更新世の末期に

相当する（大塚他，2008）．同属の化石が沖

縄諸島の久米島，沖縄島，および伊江島と

奄美諸島の徳之島から知られているが，こ

れらはセマルハコガメとは形態的に大きく

異なるため，絶滅した未記載種とされてい

る（Takahashi et al., 2008）．八重山諸島のセ

マルハコガメ個体群は，形態的にも遺伝的に

も大陸や台湾の個体群から多少なりとも分化

していることが明らかにされており，一般

に固有亜種ヤエヤマセマルハコガメ（Cuora 
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flavomarginata evelynae）として分類されてい 

る（Yasukawa and Ota, 1999；Honda et al., 2002； 

Ota et al.. 2009：ただしこれを独立した八重山 

固有種とする意見もある［Ernst et al., 2008］）． 

西表島の慶来慶田城遺跡と石垣島の白保竿根

田原洞窟および石垣島と与那国島のフィッ

シャー堆積物からのセマルハコガメの出土は， 

こうした研究の結果にもとづく八重山諸島の

個体群の在来性を支持する．また，化石記録

は，本種が与那国島にも分布していたが，更

新世の末期以後に同島の個体群は絶滅したこ

とを示している．

５．ミナミイシガメ Mauremys mutica

本種の骨格残骸は与那国島のトゥグル浜遺

跡（後期完新世，およそ4,000年前）から報

告されている（Takahashi and Ota, 2014）．こ

のほか八重山諸島の石垣島と宮古諸島の宮古

島の上部更新統からも本種に近いとされた化

石が報告されていたが（長谷川他，1973；

長谷川・野原，1978），これらのうち石垣島

の標本は上腕骨の近位部１点が知られるのみ

で，この部位において本種とほぼ同所的に分

布するヤエヤマセマルハコガメを識別できる

形質はこれまで知られていない（Takahashi 

et al., 2008）．このことから，石垣島からの

本種の記録については今後のあらたな標本の

発見が強く望まれる．一方，宮古島産の化石

は最近の再検討の結果ミナミイシガメではな

く，ニホンイシガメや本州の中・上部更新統

から知られているヤベイシガメに近い絶滅種

であることが明らかとなり，ミヤコイシガメ

M. oshiroi として新種記載された（Takahashi 

et al., 2015）．八重山諸島における本種個体

群は，形態的に別亜種ヤエヤマイシガメとし

て台湾や大陸の同種個体群から識別されてい

るが（Yasukawa et al., 1996），先史時代の記

録がながらく見つかっていなかったため，最

近の人為に由来する可能性が示唆されていた

（Takahashi et al., 2008）．与那国島のトゥグル

浜遺跡からの本種の骨格残骸の発見は，八重

山諸島の個体群が自然分布であることを示唆

する．

スッポン科 Trionychidae

６． ニホンスッポン（広義：厳密にはチュ

ウゴクスッポン種群 Pelodiscus sinensis 

species group）

国内に分布するスッポン科は，一般にすべ

て単一種ニホンスッポンとして認識され，さ

らに同種の個体群がロシア沿海州，中国，台

湾，およびベトナムに広く分布するとされ

ている（疋田，2002）．しかしながら，近年

のアロザイム法による遺伝解析や住民への

聞き取り調査の結果は，琉球列島の奄美諸

島の個体群が日本本土から，沖縄諸島，八

重山諸島，大東諸島の個体群が台湾からそ

れぞれ人為的に移入されたことを（Sato and 

Ota, 1999），さらにミトコンドリア DNA の

塩基配列にもとづく系統解析の結果は，国

内（琉球列島を除く）に日本在来と思われる

系統と外来のものを含む大陸の系統が混在す

る状態にあることを，それぞれ強く示唆した

（Suzuki and Hikida, 2014）．残念ながら，こ

れら２系統を識別しうる明瞭な形態形質は現

在まで知られておらず，また化石および遺跡

骨格残骸についてもこうした系統が含まれて

いることを検討した研究例は現在までない．

したがって，ここでは国内に在来分布するこ

れらチュウゴクスッポン種群を便宜上，一括

してニホンスッポンとして扱う．

ニホンスッポンの遺跡からの出土記録は鶴

岡（2003）によってまとめられ，本州の関東

以西と四国および九州の遺跡における縄文

時代以降の層準から記録されている．鶴岡

（2003）では，沖縄県北中城村の荻堂貝塚（松

村，1920；貝塚時代前期［河名，2011］）か

らの記録も含められているが，これは一次文

献（松村，1920）でとくに同定の根拠となる

形質や写真，図も示されないまま「亀鼈類」

として言及されていたものを，後の研究者
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（山崎，1998）がニホンスッポンと誤って引

用・記録したことによるもので，実際はリュ

ウキュウヤマガメとウミガメ類の骨格残骸で

あることがわかっている（Takahashi and Ota, 

2014）．鶴岡（2003）は国内の遺跡から出土

したスッポンの時代と分布情報をもとに，関

東地方以北からの記録は比較的多いものの近

世以降に集中し，それ以前の確実なものとし

ては千葉県市原市の西弘貝塚から出土した一

点の標本のみであることを指摘した．今回，

西弘貝塚の調査報告書（金子・牛沢，1977）

を参照したところ，保存状態はよくないもの

の，たしかにスッポン類の左下腹甲骨と思わ

れる１点の骨格残骸が確認できた（ただし，

決して鮮明なものではない）．鶴岡（2003）

は，これらのことから西弘貝塚の標本が出土

した層準の時代（縄文時代後期から晩期）が

誤りである可能性を挙げ，ニホンスッポンは

関東地方にはもともと分布していなかった可

能性を示唆している．この説は，推論的で西

弘貝塚の標本について年代測定を行わない限

り説得力を持たないが，近年の DNA データ

が示した日本固有と思われる系統が中部地方

以西に限定的に分布するという結果（Suzuki 

and Hikida, 2014）と調和的である点で興味深

い．

遺跡より年代の古いものとしては，大分県

安心院町の前期鮮新世津房川層からニホン

スッポン（P. sinensis＝チュウゴクスッポン

種群）として報告されたものが知られている

（平山，2001）．平山（2001）では，得られた

多くの化石が同一種に帰属すると想定し分類

がなされ，実際にスッポン属（Pelodiscus）

にも見られる特徴（たとえば，内腹甲骨の形

態や背甲や腹甲の一部の表面に見られる細か

い彫刻など）が確認できる標本が含まれてい

る．しかしながら，甲羅にスッポン科の大型

の系統に見られるような荒い表面彫刻を持つ

ものや，各骨要素の形が異なるものも含まれ

ているため，今後の再検討が強く望まれる．

現在，スッポン属には４種ないし５種（狭義

のニホンスッポンを種として認めた場合）が

知られているが，上述のように本属内での形

態的特徴は明らかになっていない．このこと

から，現段階では津房川層産のスッポン類化

石にはニホンスッポンに似たものが含まれて

いるが，ニホンスッポンとの関係については

不明としておくのが妥当と考えられる．
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